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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジクザグ状に折り曲げ可能としたスクリーンを有するプリーツスクリーンであって、
　所定の単位溶着パターンで生地を一方向に連続して溶着することにより形成されたスク
リーンを備え、前記単位溶着パターンは、所定の耐収縮性及び溶着強度を満たす形状とし
て前記一方向に対して略垂直な線状又は破線状の溶着部分からなり、前記略垂直な線状又
は破線状の溶着部分における当該一方向と平行な全ての部位の溶着幅が、前記所定の耐収
縮性を満たす所定値以下となり、当該単位溶着パターンの全体の溶着部分の溶着面積が所
定値以上となるよう構成され、当該所定の耐収縮性及び溶着強度が、当該単位溶着パター
ンの全体の溶着部分の溶着面積に等しい条件で前記一方向に対して前記所定の耐収縮性を
満たさない長さを有する略水平の溶着部分としたときよりも高くなり、且つ前記所定の耐
収縮性を満たすが当該単位溶着パターンの全体の溶着部分より小さく前記溶着強度を満た
さない溶着面積を持つ円形の溶着部分としたときよりも高くなるようにしたことを特徴と
するプリーツスクリーン。
【請求項２】
　前記単位溶着パターンは、中心を通る当該一方向を境界として、該境界にて区分される
双方の領域に、全体として前記所定の耐収縮性及び溶着強度を満たす溶着部分が存在する
形状を有することを特徴とする、請求項１に記載のプリーツスクリーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、ジクザグ状に折り曲げ可能としたスクリーンを有するプリーツスクリーンに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリーツスクリーンは、上下方向にジクザグ状に折り曲げ可能としたスクリーンをヘッ
ドボックスから吊下支持し、そのスクリーンを昇降して採光量を適宜に調節するものであ
る。
【０００３】
　プリーツスクリーンでは、スクリーンをジクザグ状に折り曲げ可能とするため、ジクザ
グ状に折り目が設けられた生地の一方側の折り目 に、溶着等の手段により接合片がそれ
ぞれ設けられる。この接合片を利用して、溶着等の手段により他の生地の接合片と接合可
能である。また、当該接合片には、ヘッドボックスから垂下される昇降コードを挿通可能
とする挿通孔が設けられ、例えば昇降コードの下端はボトムレールに取着される。したが
って、プリーツスクリーンは、昇降コードを介してボトムレールを昇降することによりス
クリーンを下方へ引き延ばし、或いはスクリーンを上方へ畳み込み可能となっている。
【０００４】
　このような接合片を形成する技法として、当該スクリーンの長手方向（左右方向）に向
かって破線状に溶着する技法が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第４９７４６５６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に開示されるように、生地の折り目に接合片を設けるため、当該スクリーン
の長手方向（左右方向）に向かって破線状に溶着する技法が知られている。
【０００７】
　しかしながら、当該スクリーンの長手方向（左右方向）に向かって破線状に溶着する技
法では、例えば生地が熱収縮性を有するときなど、その溶着部分が収縮し、スクリーン全
体として反りが生じるという問題がある。
【０００８】
　そこで、熱収縮性を有する生地であっても、スクリーン全体として反りが生じにくい溶
着技法が望まれる。
【０００９】
　本発明の目的は、上述の問題に鑑みて、ジクザグ状に折り曲げ可能としたスクリーンを
有するプリーツスクリーンを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による一態様のプリーツスクリーンは、ジクザグ状に折り曲げ可能としたスクリ
ーンを有するプリーツスクリーンであって、所定の単位溶着パターンで生地を一方向に連
続して溶着することにより形成されたスクリーンを備え、前記単位溶着パターンは、所定
の耐収縮性及び溶着強度を満たす形状として前記一方向に対して略垂直な線状又は破線状
の溶着部分からなり、前記略垂直な線状又は破線状の溶着部分における当該一方向と平行
な全ての部位の溶着幅が、前記所定の耐収縮性を満たす所定値以下となり、当該単位溶着
パターンの全体の溶着部分の溶着面積が所定値以上となるよう構成され、当該所定の耐収
縮性及び溶着強度が、当該単位溶着パターンの全体の溶着部分の溶着面積に等しい条件で
前記一方向に対して前記所定の耐収縮性を満たさない長さを有する略水平の溶着部分とし
たときよりも高くなり、且つ前記所定の耐収縮性を満たすが当該単位溶着パターンの全体
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の溶着部分より小さく前記溶着強度を満たさない溶着面積を持つ円形の溶着部分としたと
きよりも高くなるようにしたことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明によるプリーツスクリーンにおいて、前記単位溶着パターンは、中心を通
る当該一方向を境界として、該境界にて区分される双方の領域に、全体として前記所定の
耐収縮性及び溶着強度を満たす溶着部分が存在する形状を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、熱収縮性を有する生地であっても、スクリーン全体として反りが生じ
にくい態様で形成したスクリーンを有するプリーツスクリーンを構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明による一実施形態のプリーツスクリーンにおける概略構成を示す側面図で
ある。
【図２】（ａ），（ｂ），（ｃ）は、それぞれ本発明による一実施形態のプリーツスクリ
ーンにおける実施例１の溶着パターンの概略と、その比較例１，２の概略を示す図である
。
【図３】（ａ），（ｂ）は、それぞれ本発明による一実施形態のプリーツスクリーンにお
ける実施例１の溶着パターンの作用・効果と、比較例１の作用を説明する図である。
【図４】（ａ），（ｂ），（ｃ）は、それぞれ本発明による一実施形態のプリーツスクリ
ーンにおける実施例１の溶着パターンの作用条件と、これに対比する比較例１，２を説明
する図である。
【図５】（ａ）乃至（ｈ）は、それぞれ本発明による一実施形態のプリーツスクリーンに
おける別の実施例の溶着パターンの説明図である。
【図６】（ａ），（ｂ）は、本発明に係る溶着パターンを適用したスクリーンを有する別
の実施形態のプリーツスクリーンの概略を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して、本発明による一実施形態のプリーツスクリーンを説明する。尚
、本願明細書中、図１に示すプリーツスクリーンの側面図に対して、図示上方及び図示下
方をスクリーンの吊り下げ方向に準じてそれぞれ上方向（又は上側）及び下方向（又は下
側）と定義し、図示左方向をプリーツスクリーンの前側（室内側）、及び、図示右方向を
プリーツスクリーンの後ろ側（室外側）と定義して説明する。図１の側面図を視認する側
を右側とし、例えばプリーツスクリーンの左右方向（スクリーンの長手方向）と称すると
きは、図１の側面図における図示面に対して垂直な方向を云う。
【００１９】
（プリーツスクリーンの全体構成）
　図１は、本発明による一実施形態のプリーツスクリーンにおける概略構成を示す側面図
である。図１に示すプリーツスクリーンは、上下方向にジクザグ状に折り曲げ可能とした
スクリーン７をヘッドボックス１から吊下支持し、そのスクリーン７をヘッドボックス１
に設けられる操作装置（図示せず）を介して操作コード９（例えば、ボールチェーン）に
より昇降して採光量を適宜に調節するものである。
【００２０】
　スクリーン７は、ジクザグ状に折り目７ａが設けられた生地の一方側の折り目 に、本
発明に係る溶着パターンに基づいた溶着により形成された接合片７ｂがそれぞれ設けられ
る。この接合片７ｂを利用して、当該溶着により他の生地の接合片７ｂと接合可能である
。また、当該接合片７ｂには、ヘッドボックス１から垂下される昇降コード３を挿通可能
とする挿通孔７ｃが設けられ、昇降コード３の下端はボトムレール５に取着される。
【００２１】
　そして、操作コード９は、例えば無端状のボールチェーンで構成され、図示しない操作
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装置内にて回転可能に収容されるプーリーに巻き掛けられる。このプーリーの外周面には
、操作コード９のボールチェーンのボール部が嵌まり込む複数の凹部が形成されている。
【００２２】
　このプーリーには、複数のギヤからなる伝達ギヤがヘッドボックス１内で連結され、こ
の伝達ギヤが各伝達クラッチに連結されている（図示せず）。したがって、この伝達ギヤ
によってプーリーの回転が各伝達クラッチを介して回転駆動軸に伝達されるようになって
いる。
【００２３】
　また、ヘッドボックス１内で、巻取軸（図示せず）がスクリーン７に対して複数設けら
れ、並列に配置されている。そして、当該回転駆動軸の回転によって、ヘッドボックス１
内で回転可能に支持された当該巻取軸が回転し、昇降コード３の巻取り及び巻戻しによっ
てスクリーン７が昇降される。
【００２４】
　尚、ヘッドボックス１内には、当該回転駆動軸の回転を制御するストッパー装置（図示
せず）が配置され、ボトムレール５の引き上げ操作の後に操作コード９を手放したとき、
ボトムレール５の自重降下が防止されるようになっている。
【００２５】
　また、昇降コード３の後方、即ち室外側において、ヘッドボックス１からピッチ保持コ
ード４が垂下され、ボトムレール５に取着されている。このピッチ保持コード４に等間隔
に多数設けられた環状の支持コード６には、昇降コード３が挿通されている。そして、ボ
トムレール５を下降させてスクリーン７を引き伸ばすとき、スクリーン７の接合片７ｂが
支持コード６に支持されて、スクリーン７の折り目７ａがほぼ等間隔に保持されるように
なっている。
【００２６】
　このように構成されたプリーツスクリーンは、ボトムレール５を昇降することによりス
クリーン７を下方へ引き延ばし、或いはスクリーン７を上方へ畳み込み可能となっている
。
【００２７】
（溶着パターン）
　図２（ａ）は、それぞれ本発明による一実施形態のプリーツスクリーンにおける実施例
１の溶着パターン１０の概略を示す図であり、図２（ｂ），（ｃ）は、比較例１，２の溶
着パターン１０ａ，１０ｂの概略を示す図である。
【００２８】
　まず、図２（ａ）を参照するに、本発明に係る実施例１の溶着パターン１０は、横筋目
状に溶着部分を持つよう構成されている。より具体的には、実施例１におけるスクリーン
７の接合片７ｂは、スクリーン７の長手方向に対して略垂直な線状の溶着部分を単位溶着
パターンとして、左右方向（スクリーン７の長手方向）に連続して生地が溶着されること
により形成される。
【００２９】
　一方、図２（ｂ）を参照するに、これは特許文献１に開示される技法と同様であるが、
比較例１の溶着パターン１０ａは、左右方向（スクリーン７の長手方向）に向かって破線
状に溶着部分を持つよう構成されている。より具体的には、比較例１におけるスクリーン
７の接合片７ｂは、スクリーン７の長手方向に対して略平行な線状の溶着部分を単位溶着
パターンとして、左右方向（スクリーン７の長手方向）に連続して生地が溶着されること
により形成される。
【００３０】
　さらに、図２（ｃ）を参照するに、比較例２の溶着パターン１０ｂは、左右方向（スク
リーン７の長手方向）に向かって単一ドット状の溶着部分を点線状に持つよう構成されて
いる。より具体的には、比較例２におけるスクリーン７の接合片７ｂは、単一ドット状の
溶着部分を単位溶着パターンとして、左右方向（スクリーン７の長手方向）に連続して生
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地が溶着されることにより形成される。
【００３１】
　以下、実施例１の溶着パターン１０の作用・効果、並びに、比較例１，２の溶着パター
ン１０ａ，１０ｂの作用について詳細に説明する。まず、図３（ａ）は、それぞれ本発明
による一実施形態のプリーツスクリーンにおける実施例１の溶着パターン１０の作用・効
果を示す図であり、図３（ｂ）は、比較例１の溶着パターン１０ａの作用を説明する図で
ある。
【００３２】
　図３（ａ）を参照するに、実施例１の溶着パターン１０は、横筋目状に溶着部分を持つ
よう構成され、実施例１におけるスクリーン７の接合片７ｂは、左右方向（スクリーン７
の長手方向）を加工方向として、略垂直な線状の溶着部分を単位溶着パターンにより、連
続して生地が溶着加工されることで形成される。
【００３３】
　このように、実施例１の溶着パターン１０はスクリーン７の長手方向に対して略垂直な
線状の溶着部分を単位溶着パターンとしているため、例えば熱収縮性を有する生地であっ
ても、その加工方向に対する熱収縮が抑制され、スクリーン７全体として生地曲りが発生
しない。
【００３４】
　一方、図３（ｂ）を参照するに、比較例１の溶着パターン１０ａは、左右方向（スクリ
ーン７の長手方向）に向かって破線状に溶着部分を持つよう構成され、比較例１における
スクリーン７の接合片７ｂは、左右方向（スクリーン７の長手方向）を加工方向として、
略平行な線状の溶着部分を単位溶着パターンにより、連続して生地が溶着加工されること
で形成される。
【００３５】
　すると、比較例１の溶着パターン１０ａは、スクリーン７の長手方向に対して略平行な
線状の溶着部分を単位溶着パターンとしているため、例えば熱収縮性を有する生地に対し
て、その加工方向に対する熱収縮が無視できないほど大きくなり、スクリーン７全体とし
て生地曲りが発生する。
【００３６】
　このような生地曲りを防止するために、前述した比較例２の溶着パターン１０ｂのよう
に、スクリーン７の長手方向（左右方向）に向かって単一ドット状の溶着部分を持つよう
構成することが考えられる。しかしながら、比較例２の溶着パターン１０ｂでは、実施例
１の溶着パターン１０や比較例１の溶着パターン１０ａと比して溶着部分の面積が減少し
てしまい溶着強度が低下するため、その溶着部分が簡単に剥がれてしまうという問題が生
じる。
【００３７】
　したがって、スクリーン７の接合片７ｂを形成する溶着パターンとして、生地の耐収縮
性及び溶着強度を満たす実施例１の溶着パターン１０が好適となる。
【００３８】
　より具体的に、図４を参照して説明する。図４（ａ）は、本発明による一実施形態のプ
リーツスクリーンにおける実施例１の溶着パターン１０の作用条件を説明する図であり、
図４（ｂ），（ｃ）は、これに対比する比較例１，２の溶着パターン１０ａ，１０ｂを説
明する図である。
【００３９】
　まず、図４（ａ）を参照するに、実施例１の溶着パターン１０では、スクリーン７の長
手方向に対して略垂直な線状の溶着部分を単位溶着パターンＰ１として、スクリーン７の
長手方向に連続して生地を溶着加工する。これにより、単位溶着パターンＰ１と同形の単
位溶着パターンＰ２，Ｐ３が順次形成されて、実施例１の溶着パターン１０が構成される
。
【００４０】
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　このとき、実施例１の単位溶着パターンＰ１は、加工方向の溶着幅ｄが所定値Ｄ以下と
なり、耐収縮性（条件Ａ）を満たすものとなっている。さらに、単位溶着パターンＰ１は
、溶着面積が所定値Ｓ以上となり、溶着強度（条件Ｂ）を満たすものとなっている。これ
らの所定値Ｄ及び所定値Ｓは、溶着対象の生地によって異なる値をとり得るが、溶着対象
の生地によって画一的に定まる値である。このような条件Ａ，Ｂを満たす単位溶着パター
ンＰ１によって連続的に生地を溶着加工することで、生地曲りを防止し、且つ溶着部分の
剥がれを防止することが可能となる。尚、順次形成する単位溶着パターンＰ１，Ｐ２，Ｐ
３等のピッチは、生地に応じて可変とすることができるが、条件Ａ，Ｂを満たす限りにお
いて、多くの生地に対して共通化した固定のピッチとすることもできる。
【００４１】
　一方、図４（ｂ）を参照するに、比較例１の単位溶着パターンＰ１は、溶着面積が所定
値Ｓ以上となり、溶着強度（条件Ｂ）を満たすものとなっているが、加工方向の溶着幅ｄ
が所定値Ｄを超えてしまい、耐収縮性（条件Ａ）を満たさない。
【００４２】
　また、図４（ｃ）を参照するに、比較例２の単位溶着パターンＰ１は、加工方向の溶着
幅ｄが所定値Ｄ以下となり、耐収縮性（条件Ａ）を満たすものとなっているが、溶着面積
が所定値Ｓ未満となり、溶着強度（条件Ｂ）を満たさない。
【００４３】
　そして、単位溶着パターンＰ１の形状的な観点で定義づけると、実施例１の単位溶着パ
ターンＰ１は、その中心Ｏを通る当該加工方向を境界として、該境界にて区分される双方
の領域ＰＥ１，ＰＥ２に条件Ａ，Ｂを全体として満たす溶着部分が存在するよう形成され
る。
【００４４】
　このような単位溶着パターンＰ１の形状的な観点で、実施例１の単位溶着パターンＰ１
の変形例について図５を参照して説明する。図５（ａ）乃至（ｈ）は、それぞれ本発明に
よる一実施形態のプリーツスクリーンにおける別の実施例の溶着パターンの説明図である
。
【００４５】
　図５（ａ）に示す変形例１は、スクリーン７の長手方向に対して略垂直な破線状の溶着
部分を単位溶着パターンＰ１として構成される。
【００４６】
　図５（ｂ）に示す変形例２は、スクリーン７の長手方向に対して所定の角度で傾斜した
線状の溶着部分を単位溶着パターンＰ１として構成される。
【００４７】
　図５（ｃ）に示す変形例３は、変形例２の更なる変形例であり、スクリーン７の長手方
向に対して所定の角度で傾斜した破線状の溶着部分を単位溶着パターンＰ１として構成さ
れる。
【００４８】
　図５（ｄ）に示す変形例４は、スクリーン７の長手方向に対して所定の配置で複数分散
した略ドット状の溶着部分を持つ単位溶着パターンＰ１として構成される。
【００４９】
　図５（ｅ）に示す変形例５は、変形例２の更なる変形例であり、スクリーン７の長手方
向に対して所定の角度で傾斜した線状の溶着部分を複数持つ略くの字状の単位溶着パター
ンＰ１として構成される。
【００５０】
　図５（ｆ）に示す変形例５は、変形例２の更なる変形例であり、スクリーン７の長手方
向に対して所定の角度で傾斜した線状の溶着部分を多数持つ略×の字状の単位溶着パター
ンＰ１として構成される。
【００５１】
　図５（ｇ）に示す変形例５は、三以上の線分で囲まれた図形パターンで単位溶着パター
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ンＰ１を構成する例である。
【００５２】
　図５（ｈ）に示す変形例５は、一以上の曲線分で囲まれた図形パターンで単位溶着パタ
ーンＰ１を構成する例である。
【００５３】
　これら以外にも、実施例１の単位溶着パターンＰ１の変形例として様々な形態が想定さ
れ、総括するに、条件Ａ，Ｂを全体として満たす、即ち、当該加工方向と平行な溶着部分
を構成する全ての溶着部分の溶着幅ｄが、所定値Ｄ以下となり、単位溶着パターンＰ１の
全体の溶着部分の溶着面積が所定値Ｓ以上となる限りにおいて、一以上のドット、一以上
の線分、及び一以上の曲線分のうち１つ以上を含むよう構成することができる。そして、
単位溶着パターンＰ１の中心Ｏを通る当該加工方向を境界として、該境界にて区分される
双方の領域ＰＥ１，ＰＥ２に条件Ａ，Ｂを全体として満たす溶着部分が存在するよう形成
される。したがって、条件Ａ，Ｂを全体として満たす溶着部分が存在する単位溶着パター
ンＰ１であれば、様々な形状の溶着パターンとすることができる。
【００５４】
　ただし、実施例１の単位溶着パターンＰ１のように、当該加工方向に対して略垂直の溶
着部分で構成する溶着パターン１０とすることで、上記の条件Ａ，Ｂを確実に満たすこと
ができるので、より好適である。
【００５５】
　以上、特定の実施形態の例を挙げて本発明を説明したが、本発明は前述の実施形態の例
に限定されるものではなく、その技術思想を逸脱しない範囲で種々変形可能である。例え
ば、前述した例では、１枚のスクリーン７を有するプリーツスクリーンを例示したが、中
間レールを介して複数のスクリーンを接続する形態や、図６（ａ）に示すような２列配置
のスクリーンを有するプリーツスクリーン、或いは図６（ｂ）に示すようなハニカム配置
のスクリーンを有するプリーツスクリーンにも、本発明に係る溶着技法を適用したスクリ
ーンを利用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明によれば、熱収縮性を有する生地であっても、スクリーン全体として反りが生じ
にくい態様で形成したスクリーンを有するプリーツスクリーンを構成することができるの
で、ジクザグ状に折り曲げ可能としたスクリーンを有するプリーツスクリーンの用途に有
用である。
【符号の説明】
【００５７】
　７　スクリーン
　７ｂ　接合片
　１０　実施例１の溶着パターン
　１０ａ　比較例１の溶着パターン
　１０ｂ　比較例２の溶着パターン
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